2次元ランダムポテンシャルの伝導率 by Larkin, A.I.
Title2次元ランダムポテンシャルの伝導率
Author(s)
















































































巨 廿 日 十 日
図 4(b)
このはしごを波線で書き,C(q,a))と表わすと,
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次に2次の補正項 を調べてみる｡図 5に2次のダイアグラムを書 く0
( む 十① ←② 十g ) 十 伊
図 5
計算してみると(話 log)2の項は打ち消し合 うことがわかる｡これはく｡こみ群の予
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